
様式第１０ 

循環型社会形成推進地域計画改善計画書 

 

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間 

鉾田市 鉾田市 平成 29 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月 31 日 平成 29 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月 31 日 

 

１ 目標の達成状況 

（ごみ処理） 

指      標 

 

現 状 

（令和  年度） 

目 標  

（令和  年度） A 
実 績   

（令和  年度） B 
実績 

/目標 

排出量 

 

 

 

 

事業系 総排出量 

    １事業所当たりの排出量 

生活系 総排出量 

    １事業所当たりの排出量 

         t 

              t 

 t 

kg/人 

         t 

              t 

 t 

kg/人 

         t 

              t 

 t 

kg/人 

     % 

     % 

     % 

      % 

合 計 事業系生活系総排出量合計               t               t               t      % 

再生利用量 

 

直接資源化量 

総資源化量 

              t 

              t 

              t 

              t 

              t 

              t 

     % 

     % 

エネルギー回収量 エネルギー回収量（年間の発電電力量）             MWh             MWh             MWh  

最終処分量 埋立最終処分量               t               t               t      % 

※目標未達成の指標のみを記載。 

 

（生活排水処理） 

指      標 

 

現 状 

（平成29年度） 

目 標 

 （令和３年度） A 
実 績 

 （令和３年度） B 
実績 

/目標 

総人口  49,425人 46,413人 47,033人    ―  

公共下水道 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

2,989 人 

               6.0％ 

3,663 人 

7.9％ 

3,831 人 

8.1％ 

  104.6% 

  110.5% 

集落排水施設等 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

2,720 人 

               5.5％ 

2,882 人 

6.2％ 

2,786 人 

5.9％ 

   96.7% 

   57.1% 

合併処理浄化槽等 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

22,050 人 

              44.6％ 

22,399 人 

48.3％ 

23,849 人 

50.7％ 

  106.5% 

  164.9% 

 



※目標未達成の指標のみを記載。 

２ 目標が達成できなかった要因 

 

農業集落排水施設等において，汚水処理人口が目標に届かなかった。 

地域計画を作成した時期に比べ，市内の人口が減少しており，特に農業集落排水施設を整備した区域においては，農村地域であるため，
過疎化による人口減少が進んでいることが要因として挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 目標達成に向けた方策 

目標達成年度 令和８年度まで 

 

平成 29 年度に舟木地区の農業集落排水整備が完了し，市内にある青山・美原地区，上島西部地区，を含めた３地区の整備が全て完了した
ことになる。今後，市内での農業集落排水整備地域の拡充計画は無い。現時点で，まだ農業集落排水へ切り替えていない未接続者に対し
て，接続支援補助の周知等を積極的に行い，普及率を増加させる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（都道府県知事の所見） 

 新たな目標を達成すべく、集落排水施設等における未接続の方へ接続を促し、進捗状況を随時確認しながら確実に事業を実施していた
だきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


